
城北地区民生・児童委員協議会７月定例会

日時 平成３０年７月６日〈金〉
場所 城北地区公民館 ２階洋間

平成２５年シンボルマーク制定
城北愛と絆を深める

民生児童委員協議会のみなさんへの願い
《城北地区防災対策協議会》
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城北校区 年齢階層別（推定）人口

２０１６年６月 現在

４８７０人

５２７０人

団塊の世代

アラフォー世代

＊城北地区が出
来た頃に生まれ
た年代

城北地区統計
■人口 ：7294人
■世帯数：3043世帯
■町内会加入率：70.8％
■人口変動率：- 8,2％

千代水地区統計
■人口 ：4900人
■世帯数：2165世帯
■町内会加入率：23.2％
■人口変動率：＋21,4％
■校区：城北,賀露,世紀
■昭和５６年に城北公民館

分館「千代水会館」
平成６年「千代水地区公民館」

■城北地区行事に多数参加
＊「公民館だより」配布



国立研究開発法人

防災科学技術研究所

今後３０年以内に、城北地区は震度５強以上

の揺れに襲われる危険性 ３３．２％



城北地区の防災の現状
避難行動要支援者対象リスト

（Ｈ２８，２，１現在）
町（区）名 人数
青葉町１丁目 ４５
青葉町２丁目１区 ３６
青葉町２丁目２区 ３８
青葉町２丁目３区 ４
青葉町３丁目 ６１
田園町３丁目 ７６
田園町４丁目 ７７
田園町４丁目東 １３
松 並 町 １ 区 ２６
松 並 町 ２ 区 ３２
松 並 町 ３ 区 ８
松並町２丁目北 １１４
田 島 ５７
北 町 １６
美 咲 町 ７１
東 秋 里 ５６
秋里タウン西 １００
秋 里 ４６
丸 山 西 ５４
丸 山 町 大 星 ３７
南 城 北 ７５

計 １０4２ 人

【城北地区住民の指定緊急避難場所(屋内)】
名称 所在地 収容人員 適用性

洪水 土砂 地震 津波
城北体育館：丸山町３１０－１ 280人 ○ × ○ ○
地区公民館：田園町4丁目２２３－１ 110人 × ○ × ×
城北小学校：田園町4丁目３２４ 1300人 × ○ ○ ○

【指定避難所】
鳥取市武道館：東町1丁目３２６ 540人
久松小学校：東町２丁目２０１ 1050人

城北地区 指定緊急避難場所(屋内) 

約10000人 1680人分

＊老年人口：2622人

■避難場所の確保〈民間施設との借用協定〉
■住民避難の方法をみんなで理解しておくこと
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沖縄県中頭郡西原町啓発資料：抜粋

生活福祉課

こども家庭課



災害時要支援者

民生児童委員

となり組

愛の訪問員

城北地区
災害時要支援者「見守り」ネットワーク

隣近所

支援者



民生児童委員協議会のみなさんにお願いしたいこと！

１）災害時要支援者への緊急情報の伝達と避難誘導 ＊まとめ役
①地震災害発生時の「声かけ行動」を統括して：安否確認・避難誘導

＊「支援者」・「となり組」・「愛の訪問員」と連携（統括）して実施。
②水害時：「避難準備情報」「避難指示・勧告情報等の伝達」避難の声かけ等

＊個別伝達

２）災害による被害の拡大防止のための措置の実施 ＊要支援者住居 訪問指示
①身の安全確保、落下危険物等の応急処置 ：二次的被害の防止
＊支援者・となり組・愛の訪問員と連携（統括）して実施

②初期消火 ＊必要に応じ、可能な限りの救助・救出活動

城北地区防災対策協議会
「災害時要支援者の命を守る取り組みへの協力依頼」



３）要支援者の町内支援者をコーディネート ＊まとめ役

①平時においても、「支援者」・「愛の訪問員」・「となり組」の、
見守りネットワーク（連携）を機能させて要支援者の見守り活動（名簿等に基づく

見回り）と情報共有等のまとめ役。



４）災害時要支援者支援〈城北本部〉の かなめ ＊状況把握業務
①市行政（福祉保健部：避難所班）への本部の連絡内容 《本部に進言》

②安否（避難状況）を把握し本部に報告。
③要支援者の介護用物資・資機材等のニーズを把握し本部に報告。

５）福祉避難所等の受け入れ先の確保 ＊親族・施設との連絡調整
①城北地区の福祉避難所〈幸朋苑〉との連絡調整
②要支援者が普段利用している施設との連絡調整

６）避難・搬送の支援 ＊パイプ役

①避難先等との連絡調整・確保
②可能な限りの避難先への搬送、生命維持等のための支援体制確立
・応急救護 ・補助器具、車等の手配

７）要支援者のニーズの把握（避難状況） ＊パイプ役

①障がい者用トイレ・畳・マット・間仕切り用パーテーションの確認
②避難場所への配慮（スペース確保）
・冷暖房機器等の増設 ・廃棄物の適正排出
・障がい種に対応した情報提供（伝達）



水害
の場合

想定：千代川 氾濫し堤防決壊

事前に、鳥取市より「避難準備・高齢者等避難開始」発令

城北地区の減災行動

「城北連絡メール」 「防災対策協議会役員」、「町内会長」、「防災リーダー」、「民生児童委員」、
「各町内会から選出された防災部員（情報連絡部・防災部・避難・救急部・調達部・警備部）

避難所：中ノ郷小学校、浜坂小学校 等

住民避難班：「声かけ行動」 ☎電話連絡

町内
会長

■基本的には：「自宅避難」・「鳥取市指定避難所へ避難」

＊緊急避難：「城北小学校避難」 確認し、駐車場指示（ど
の段階でどこに駐車するのか）

「民生
児童委員

となり組

愛の訪問員

「自宅避難」・「鳥取市指定避難所
「城北小学校避難」 の場合

駐車場指示（どの段階で、どこに駐車
するのか） ＊避難所開設連絡メール

自主避難所開設班
城北地区防災対策協議会役員
「防災リーダー」・防災部員（警備部）

駐車場整備
誘導

避難所開設
小学校：多目的室

避難所開設連絡メール避難所開設連絡メール：送信

緊急避難の場所として



■8月26日「避難所開設訓練」 《＊民生児童委員説明資料》

～訓練の詳細〈その１〉 「住民避難（集合）訓練」～
＊訓練当日は「城北の防災力」を統合して幅広く実施します。

町内に居住する住民は、「一時集合場所」（公園等）に集合します。

＊ここでいう一時集合場所(いっときしゅうごうばしょ)とは、避難場所

（城北小学校）に避難する前に、一時的に集合する場所のことです。
身近な地域の公園・空地など。町内に班単位で複数あると、より迅速に
避難できます。これまでは、「一時避難場所」と呼んでいました。
｢１次避難場所」との混同を防ぐことを意図して名称変更しました。



■参 加 者：町内に居住する全住民

■訓練内容
□ 要支援者一時集合場所「誘導」訓練
□ 町内住民一時集合場所「集合」訓練

＊事前に、近くの「一時集合場所」（いっときしゅうごうばしょ）の位置を、
住民間で共有しておいてください。



【住民避難訓練タイムテーブル】＊8月26日（日）AM8:05～AM9:00

自助
8:05

「地震発生」：まず、自分・家族の身を守る。
■【安全確保】・【避難通路確保】・【ガス栓・ブレーカーをおとす】

共助
8:15

■自分・家族・自宅の安全を確認した後 “避難行動 開始”

要支援者一時集合場所に「誘導」訓練
☆訓練の対象となる住民
・災害時要支援者 ・支援者

【役員】◎民生児童委員（担当地区）＊統括します。

・となり組福祉員・愛の訪問員
☆訓練行動（声かけ行動）

①災害情報伝達・安否確認
②避難経路指示（一緒に避難します）
③民生児童委員は、「要支援者」避難（集合）状況の確認。
④避難するはずの要支援者の動静が確認出来ない場合には捜索を指示。
⑤要支援者の避難（集合）訓練は集合できた時点で「訓練終了」とします。
＊一時集合場所に移動が困難な方は、｢声かけ行動」ができた時点で

訓練終了。



安全・安心 自信と誇り・夢と希望にみちた城北のまちづくり

住民の立場に立って 相談に応じ、必要な援助を行い、
社会福祉の増進に努める みなさんの取り組みに・・・。

住民のみなさんが 感謝しています・・・。

おわり
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地域の「防災資源」結集に向けて

【目的】災害時の城北地区住民10,000人の生活支援拠点（避難所）の充実
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災害想定訓練の実施 災害想定訓練の実施

地域の関係団体と連携
＊横のつながり

防災対策協議会
民生児童委員
社会福祉協議会
（愛の訪問員・隣組）
婦人の会 等

民間避難場所借用協定

生活物資の調達協定

収容スペース（駐車）借用協定

住民の輸送協定

城北地区避難所運営マニュアル
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地域の関係団体と連携
＊横のつながり

防災対策協議会 民生児童委員協議会
社会福祉協議会（愛の訪問員・となり組）
婦人の会 等

地域課題解決（要支援者対策）に向けた
コーディネート①

民生児童委員協議会
【災害時における要支援者対応】
１）災害時要支援者への緊急情報の伝達と避難誘導 ＊まとめ役

①地震災害発生時の「声かけ行動」を統括：安否確認・避難誘導
＊「支援者」・「となり組」・「愛の訪問員」と連携して実施。

②「避難準備情報」「避難指示・勧告情報等の伝達」
避難の声かけ等 ＊個別伝達

２）災害による被害の拡大防止のための措置の実施 ＊要支援者住居訪問
①身の安全確保、落下危険物等の応急処置 ：二次的被害の防止
②初期消火 ＊必要に応じ、可能な限りの救助・救出活動

３）要支援者の町内支援者の連携（コーディネート） ＊まとめ役
①平時においても、「支援者」・「愛の訪問員」・「となり組」の、
ネットワーク（連携）を機能させて要支援者の見守り活動

（名簿等に基づく見回り）と情報共有等のまとめ役。
４）災害時要支援者支援体制〈本部〉の確立 ＊パイプ役

①城北地区防災対策協議会・行政（福祉保健部）との連絡調整
②安否（避難状況）。
③要支援者の介護用物資・資機材等のニーズを把握し本部に報告。

５）福祉避難所等の受け入れ先の確保 ＊親族・施設との連絡調整
①城北地区の福祉避難所〈幸朋苑〉との連絡調整
②要支援者が普段利用している施設との連絡調整

６）避難・搬送の支援 ＊パイプ役
①避難先等との連絡調整・確保
②可能な限りの避難先への搬送、生命 維持等のための支援体制確立
・応急救護 ・補助器具、車等の手配

７）要支援者のニーズの把握（避難状況） ＊パイプ役
①障がい者用トイレ・畳・マット・間仕切り用パーテーションの確認
②避難場所への配慮（スペース確保） ・障がい種に対応


